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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

｜。勤労を喜び、力を合わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子を育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
…



＝
村
民
の
皆
様
へ
＝

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

佐
井
村
長

東

出

昇

村
民
の
皆
さ
ん
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
行
政
を
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
中
央
政

界
が
大
き
な
変
革
に
揺

れ
、
又
、
阪
神
淡
路
島
の

大
震
災
、
更
に
は
オ
ウ

ム

ー
サ
リ
ン
事
件
な
ど
国

民
を
震
憾
ざ
せ
る
恐
怖
と

混
迷
の
一
年
で
し
た
。

幸
い
、
我
が
村
は
豊
か

な
自
然
の
中
で
平
穏
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。春

に
は
イ
カ
の
豊
漁
と

コ
ウ
ナ
ゴ
漁
の
十
八
年
振

り
の
復
活
に
喜
び
、
今
後

に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
い

る
反
面
、
主
産
物
の
こ
ん

ぶ
の
不
漁
は
誠
に
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
こ

そ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。尚

、
行
政
の
面
で
は
四

月
に
県
庁
よ
り
助
役

（
葛

西
氏
）
を
派
遣
し
て
頂
き
、

強
力
な
助
っ
人
と
し
て
活

躍
し
て
お
り
ま
す
し
、
議

会

も

議
員

の
改

選

に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
か

ら
特
徴
を
活
か
し
た
ご
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。

又
、
春
に
は
全
国
町
村

会
よ
り
「
優
良
町
村
」
と

し
て
表
彰
を
受
け
、
十
月

に
は
栄
え
あ
る
「
保
健
文

化
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
等
は
、
数
年
来
の

村
民
・
行
政
一
体
と
な
っ

て
の
努
力
の
積
み
重
ね
に

よ
る
も
の
で
ご
同
慶
に
堪

え
ま
せ
ん
。

今
年
は
村
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
助
け
合
い
な
が

ら
、
心
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉

の
充
実
に
努
力
い
た
し
ま

す
。昨

年
来
、
工
事
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
牛
滝
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
と
佐
井
中

学
校
校
舎
は
今
年
落
成
い

た
し
ま
す
。

村
民
待
望
の
温
泉
ボ
ー

リ
ン
グ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
く
専
門
家
の
指
導

を
受
け
最
新
の
方
法
で
探

索
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
次
の
工
事
を
検
討
す

る
考
え
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

数
多
く
の
ご
要
望
に
対
し

て
は
村
の
財
政
等
を
に
ら

み
合
わ
せ
な
が
ら
、
前
後

を
誤
ら
な
い
よ
う
計
画
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
最
大

の
目
標
で
あ
り
ま
す
、
赤

十
字
の
里
創
り
は
、
偉
大

な
先
人
三
上
剛
太
郎
翁
の

伝
記
を
編
集
で
き
る
よ
う

努
力

し

て
お
り

ま

す

の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
資
料
の
提
供
を
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

海
・
山
に
資
源
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

『
人
材
育
成
は
最
大
の
資

源
で
あ
る
』

と
の
考
え
か
ら
、
皆
さ
ん

の
知
恵
や
ア
イ

デ
ィ
ア
の

提
供
を
お
願
い
し
、
今
年

こ
そ
明
る
く
、
希
望
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
又
、

お
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う

念
願
し
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．３）

赤
十
字
旗
の
威
力
を
示
し
た

世
界
に
た
だ
一
枚
残
る
手
製
の

赤
十
字
旗

赤
十
字
の
歴
史
の
中
で
、
赤
十

字
旗
の
威
力
を
最
初
に
示
し
た
人

は
、

赤
十

字

の
父

ア
ン
リ
ー
・

デ
ュ
ナ
ン
で
す
。
明
治
三
年
プ
ロ

シ
ア
軍
が
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
侵

攻
し
た
時
、
セ
ー
ヌ
川
を
渡
っ
て

の
が
れ
よ
う
と
し
て
シ
ヤ
ラ
ト
橋

に
集
ま
っ
た
多
く
の
負
傷
者
や
避

難
民
を
、
敵
・
味
方
の
砲
弾
の
雨

を
か
い
く
ぐ
っ
て
千

づ
く
り
の
犬

赤
十
字
旗
を
大
き
く
打
ち
ふ
り
、

無
事
安
全
地
帯
へ
移
し
だ
の
が
、

赤
十
字
条
約
締
結
後
七
年
で
あ
っ

た
。
赤
十
字
の
中
立
を
身
を
も
っ

て
世
界
中
に
認
識
さ
せ
た
の
で
す

が
、
そ
の
旗
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
上
剛
太
郎
翁
が
明
治
三
十
八

年
、
日
露
戦
争
の
黒
溝
台
で
三
角

巾
に
軍
用
の
赤
毛
布
を
切
り
取
っ

て
つ
く
っ
た
手
製
の
赤
十
字
旗
を

仮
包
帯
所
（
負
傷
者
を
手
当
て
す

る
所
）
に
掲
げ
、
ロ
シ
ア
軍
の
攻

撃
か
ら
敵
・
味
方
の
負
傷
兵
七
十

余
名
の
生
命
を
守
っ
た
、
そ
の
赤

十
字
旗
が
、
現
存
す
る
た
だ
一
枚

の
旗
で
あ
り
「
世
界
の
赤
十
字
の

宝
」
・
「
生
き
た
赤
十
字
旗
」
で

あ
る
の
で
す
。

こ
の
赤
十
字
旗
は
、
家
宝
と
し

て
長
い
間
三
上
家
で
保
存
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
、

赤
十
字
の
精
神
を
更
に
世
に
広
め

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
日

本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
に
寄
贈

さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
医
は
仁
術
」
に
生
き
た
生
涯

三
上
剛
太
郎
翁
は
明
治
二
年
に

生
ま
れ
ま
し
た
。

三
上
家
は
代
々
医
業
を
継
ぎ
、

中
央
と
交
流
が
深
く
近
代
医
学
を

学
ん
だ
家
系
で
す
。

剛
太
郎
翁
は
八
代
目
に
あ
た
り

明
治
二
十
八
年
東
京
医
学
専
門
学

校
へ
入
学
「
医
術
開
業
免
許
」
を

得
て
か
ら
は
、
細
菌
学
や
結
核
病

を
研
究
し
て
い
た
が
、
日
露
戦
争

と
共
に
軍
医
と
し
て
従
軍
し
ま
し

た
。大

正
四
年
、
村
に
帰
っ
て
か
ら

は
、
村
医
と
し
て
村
の
保
健
衛
生
、

伝
染
病
の
予
防
や
へ
き
地
診
療
所

の
開
設
等
に
つ
と
め
、
昭
和
三
十

九
年
、
九
十
六
才
で
亡
く
な
る
ま

で
「
医
は
仁
術
で
あ
る
」
こ
と
を

身
を
も
っ
て
示
し
か
人
で
す
。

昭
和
三
十
四
年

「
青
森
県
褒

賞
」
、
昭
和
三
十
七
年
「
佐
井
村

名
誉
村
民
」
。

九
十
六
才
の
高
齢
で
他
界
さ
れ

る
に
あ
た
り
「
人
生
百
歳
に
満
た

ず
、常
に
千
歳
に
憂
い
を
い
だ
く
」

の
言
葉
を
の
こ
し
て
い
ま
す
が
医

師
と
し
て
の
剛
太
郎
翁
は
常
に
聖

書
や
新
し
い
医
学
の
原
書
を
座
右

に
研
究
を
重
ね
、
「
座
右
抄
」

に

は
人
生
問
題
や
教
育
、
文
化
、
国

家
問
題
を
書
き
続
け
、
医
師
と
し

て
の
仁
術
を
心
ゆ
く
ま
で
探
究
に

つ
と
め
た
、
正
に
生
涯
を
人
道
の

赤
十
字
精
神
に
生
き
ぬ
い
た
人
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

村
民
の
皆
様
へ
お
願
い

故

一
二

上

剛

太

郎

翁

に

つ

い

て

の

情

報

を

ご

提

供

く

だ

さ

い

！

剛
太
郎
翁
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
部
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

部
会
事
務
局

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

電
話
（
三
八
）
四
五
〇
六



むらの話題

牛滝の伝統行事「おこもり」行われる

牛滝地区に古くから伝わる「おこもり」が、今

年新しくなった神明宮で行われました。

午後７時ころに子供達が町内を太鼓をたたいで

回り、始まりを告げると、神明宮に住民が集まっ

てきました。

この奇習を取材しようと集まった報道陣を含め

て神明宮は大入満員状態。

午後９時ころに合図とともに一番膳がス

タートしました。

最初は「めしーつ／」「しる一つ／」と給

仕係に挑みかかるような参加者も、１０分も

過 ぎるころには「まま食え一つ／」「汁飲

めーつ。／」と執ように隹足されて目を白黒。

汗だくになって顔をしかめながら料理をか

き込む姿が周囲の笑いを誘うなど、社務所

は夜遅くまで熱気と笑い声に包まれました。

ラブリーさいパッケージ第３回目発送

今年最後のラブリーさいパッケージの発送

がアルザスしおさいホールにおいて行われま

した。

むらおこし事業としてスタートしたこの

パッケージも来年度は１２年目に入ります。

今回は全国の会員２６４人に向けて、新巻鮭や

ヒバの湯球など佐井村の特産品１２品目がパッ

ケージに詰められ発送されました。

尚、ラブリーさいパッケージは年３回（６

月・９月・１２月）に発送されており、年会

費は２万円（１回の場合７千円）です。村

からの便りとして、また贈り物として、ど

うぞご利用下さい。

お問い合わせは

佐井定期観光㈱

ＴＥＬ３８－２２５５ まで

情 報を 卜

ています。

調整課

２１１１

まで



望郷の思い出を乗せて
佐井同郷会（東京都）・佐井村人会（青森）開催される

毎年｜亘例の同郷 会には、関
東 各地 区から７０

名余の参加があ り、久 し振 りの再会に懇親の
輪が会場のあち らこちらにで きていました。

村から は、東出昇村長 をはじめ福 田徳義村
議 会議長 ほか ９名が参加。

会で は、はじめ に上 山等 会長の挨拶 に続 き、
村長 より村 の現況報 告などが行 われ ました。
また、村お こし産品の紹介や海産物の即売 も
あ り盛会でし た。

今回、阪神 タイガース久慈選手の母親 （矢
越出身） も同郷 会に参加し、会場から祝福 を
受け まし た。

最後 になると別 れを惜しむか のように盆踊
りの輪がで き上 が り、 またの再 会を誓い合い
閉会しました。

今年も例年どおり、青森市において佐井村人会が

開催されました。

会では、松林正美会長の挨拶の後に東出昇村長か

ら村の近況報告がありました。

続いての抽選会では数々の景品に会場から歓声が

あかっていました。また、村内の神楽や郷土芸能のＶ

ＴＲの前には、なつかしそうに見入る人山ができ、出

身地区の芸能にアンコ犬レの声をかける一幕もありまし

た。

隣の函館村人会との交流会を行ってはとの提案も

あるなど熱気のあふれる村人会となりました。

今年もまた町を明るく…

イルミネーション点灯式

今年も、イルミネーションの点灯式がア

ルザスにおいて行われました。

当日は、ホワイトクリスマスを思わせる

ような天気の中集まってくれた保育所の良

い子達がクリスマスソングに合わせて踊り、
式を盛り上げてくれました。

また、サンタのおじさんからのプレゼン
トにみんなニッコリ。辺りには歓声が響い

ていました。

アルザス横の

公園の名称は

『しおさ い公 園
』

に決定されました。
ＨＯＴな

お待ちし

役場企画

ＴＥＬ３８－

むらの話題



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

第
二
十
二
回
交
通
安
全

母
親
全
国
大
会
に
参
加
し
て

島

野

敦

子

十
二
月
六
日
、
東
京
の
半
蔵
門

会
館
で
、
全
国
六
百
九
十
万
の
母

親
会
員
の
代
表
三
百
名
が
集
い
、

交
通
安
全
母
親
全
国
大
会
が
行
わ

れ
、
私
も
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。大

会
は
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
、
初
日
は
山
口
大
学
教
授
の

澤
喜
先
生
に
よ
る「
交
通
と
安
全
」

と
題
し
か
講
演
や
、
各
部
会
に
分

れ
て
の
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
部
会
で
は
、
広
報
部
会
・
チ
ャ

イ
ル
ド
部
会
・
高
齢
者
部
会
の
三

つ
が
あ
り
、
私
は
第
一
部
会
で
あ

る
広
報
部
会
に
入
り
ま
し
た
。

始
め
に
、
茨
城
県
と
香
川
県
の

代
表
者
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た

後
に
、
全
交
母
（
新
聞
）
や
各
県

の
発
行
し
て
い
る
新
聞
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
参
考
に
な
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
歌
舞
伎
座
で
約

二
千
名
の
出
席
の
も
と
に
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
三
笠
宮
寛
仁
親
王

妃
信
子
殿
下
の
お
言
葉
の
あ
と
、

交
通
安
全
功
労
者
の
方
々
へ
の
表

彰
、
大
会
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等
が
行
わ
れ
二
日
間
に
わ
た
る
大

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
は
得
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
有
意
義
な
二
日

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
よ
る
年
間
死
亡
者

数
が
昭
和
六
十
三
年
以
降
、
七
年

連
続
し
て
一
万
人
を
超
え
る
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今

回
視
野
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
対
し
て
、
関
係
方
面
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。十

二
月
八
日
に
帰
村
し
ま
し
た

が
、
真
冬
を
思
わ
せ
る
白
一
色
の

世
界
に
東
京
で
の
感
激
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
住

ん
で
い
る
所
は
良
い
所
だ
な
あ
と

思
い
、
こ
の
大
会
参
加
を
機
に
村

に
お
け
る
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
、
よ
り
一
層
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
入
学
児
童
へ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

母
の
会
で
は
、
四
月
か
ら
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
に
な
る
村
内
各
地

区
の
子
供
達
三
十
一
人
に
向
け
て

年
賀
状
を
書
き
ま
し
た
。
き
れ
い

な
色
え
ん
ぴ
つ
で
、
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
願
い
を
込
め
て
手
書
き

し
ま
し
た
。

最
近
の
新
聞
等
で
は
、
幼
児
の

事
故
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
が
気
を
付
け
て

い
る
か
ら
で
す
ね
。

き
ち
ん
と
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

お
母
さ
ん
が
お
手
本
で
す
。

新
入
学
児
童
に
な
る
皆
さ
ん
を

車
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
毎
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

自動車に乗ったら

シートベルト

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

バイクを運転するときは

ヘルメット

１ 月１日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
４４９

日



反
射
材
を
利
用
し
暗
闇
の

危
険
か
ら
身
を
守
り
ま
し
よ
う

十
二
月
六
日
に
磯
谷
地
区
に
お

い
て
、
反
射
材
の
利
用
に
つ
い
て

の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

教
室
で
も
説
明
し
ま
し
た
が
、

夜
に
一
番
危
険
な
の
は
、
暗
く
な

る
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
か
ら
歩
行

者
が
見
え
に
く
く
か
る
こ
と
で

す
。反

射
材
は
、
車
の
ラ
イ
ト
を
反

射
す
る
こ
と
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー

が
歩
行
者
等
を

Ｉ
早
く
発
見
で

き
、
危
険
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ

ま
す
。

夜
の
外
出
や
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
す
る
時
は
ぜ
ひ
反
射
材
を
利

用
し
ま
し
よ
つヽ
。

現
在
の
反
射
材
に
は
色
々
な
夕

イ
プ
が
あ
り
、
例
え
ば
シ
ー
ル
で

バ
ッ
ク
や
く
つ
に
貼
る
タ
イ
プ
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
や
帽
子
に
反
射
材
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
タ
イ
プ
な
ど
で

身

近

な

所

で
使

え

て
、

更

に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
に
も
優
れ
て
い

ま
す
。
価
格
は
シ
ー
ル
等
で
約
百

円
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
は
購
入
時
か

ら
一
年
間
の
交
通
障
害
保
険
付
き

で
三
千
三
百
円
か
ら
と
な
っ
て
い

ま
す
。

購
入
し
た
い
方
、
も
し
く
は
製

品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

母
の
会
、
ま
た
は
役
場
事
務
局
で

受
付
し
ま
す
。

な
お
、
製
品
は
有
料
に
て
斡
旋

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

●
事
務
局

役
場
総
務
課

三
八
－

二
一
一
一

●
母
の
会
々
長
宅
（
東
出
ミ
ヤ
）

三
八
－

二
○
三
六

青森自動車保険請求相談センター
旧癨ヽＡｊ災青森ビル４階）

交通事故

ご相談

● 電 話 の ご 相 談 も お 受 け し ま す

Ｓ ０１７７－２ ２ － １ ０ ２ ５（ 直 通 ）

相談日：月曜がら 金曜午前 ９畤半～１２時

午後｜ 畤～４時４０分（ 祝祭日 を除く ）

○専門の相談員が親鰰になってご相談に応じます

ｏ 弁護士相談日：毎月第４水 曜日午後１時～ ∠１時

社 団 法 人 日 本 損 害 保 険 協 会

青 森 自 動 車 保 険 請 求 相 談 セ ン タ
ー

青森市堤町２－１－７日産火災青森ビル４階（青森文化会館向い）青森調査事務所内Ｓ０１７７－７６－４３９１

冬

道

の

安

全

運

転

５

則

剛

ス
ピ

ー
ド
は
、
夏

場
よ
り

１０
キ
ロ
以
上
減
速
す

る
。

㈲

車
間
距
離
は
路
面

乾
燥
時
の
２

倍
以
上

と
す
る
。

㈲

急
加
速
、
急

ブ
レ
ー
キ
、
急
（

ン
ド
ル
等

の
急
激
な
操
作
を
避
け

る
。

倒

視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ
く
見

て
早
め
に
徐
行
す

る
。

㈲

危
険

が
い
っ
ぱ

い
。
追
越
し
は
し
な

い
。

飲

酒

運

転

４

（

し

）

な

い

運

動

剛

運
転
を
す

る
と
き
は
酒
を
飲
ま
な

い
。

㈲

酒
を
飲

ん
だ
ら
車
を
運
転
し
な

い
。

㈲

運
転
す

る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な

い
。

倒

酒
飲

み
運
転
は
見
逃

さ
な

い
。

飲 んで乗 る あ なたは天 国 家族 は地獄 交え安全は家庭ヵヽ ら

県内の交通事故概況

（ ） は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更するこ とがあり ます。

毎 月 １日 は 交 通 安 全 家 庭 の日 １０日 、２０日 、３０日 は交 通事 故ゼ ロ の 日

カチツとベルト キチツとルール



保健婦だより

一年の計は

元旦にあり

健
康
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
よ
う

新
年
を
迎
え
、
お
め
で
た
い
雰

囲
気
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
も
、
厳

し
い
寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

元
日
、
一
年
の
計
画
を
立
て
ら

れ
た
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
全
員
が
楽
し

く
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

健
康
プ
ラ
ン
も
立
て
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
一
つ

の
提
案
を
Ｉ

。

ま
ず
、
自
分
の

。弱
点
”
を
見

つ
け
る
こ
と
。
太
り
ぎ
み
、
タ
バ

コ
の
吸
い
過
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど

…
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
欲
ば
ら
な

い
で
目
標
を
一
つ
だ
け
し
ぼ
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
改

善
の
た
め
に
生
活
習
慣
を
変
え
る

の
で
す
。
た
と
え
ば
肥
満
の
人
。

そ
の
原
因
の
一
つ
が
ビ
ー
ル
の
飲

み
す
ぎ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
大
び

ん
１
本
の
ビ
ー
ル
を
３５０
㎡
缶
に
替

え
、
し

か
も
飲

ん
で
か

ら
次

の

ビ
ー
ル
を
冷
や
し
始
め
る
よ
う
に

す
る
Ｉ
こ
ん
な
生
活
パ
タ
ー
ン
の

改
善
が
目
標
達
成
の
大
き
な
原
動

力
に
な
り
ま
す
。

生
活
改
善
指
導
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

佐

井

村

で

は

毎

年

一

回

、

各

地

区

で
基

本

健

康

診

査

受

診

者

を

対

象

に
、

生

活

改

善

指

導

を

実

施

し

て

い
ま

す

。

平

成

七

年

六

～

八

月

に

基

本

健

康

診

査

結

果

説

明

会

に

来

た

方

（
大

佐

井

、
原

田

、
矢

越

、
長

後

、

福

浦

地

区

の

利

用

者

３８９
人

中

１５６

人
）
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

Ｑ
Ｉ

基
本
健
康
診
査
結
果
説
明

会
は
必
要
で
す
か

○
結
果
説
明
会
が
必
要
で
あ
る

と
答
え
た
大
は
九
八
・
七
％

（
１５４
人
）
で
し
た
。

○
事
後
指
導
が
必
要
な
理
由
は

図
１
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
２

今
ま
で
の
事
後
指
導
を
機

会
に
、
生
活
の
中
で
改
善
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

○
七
九
・
五
％
（
１２４
人
）
が
改

善
で
き
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

○
改
善
で
き
た
内
容
は
、
図
２

の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
３

今
回
の
事
後
指
導
で
改
善

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
○
自
分
の
生
活
の
中
で
改
善
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
と
答
え
万
人
は
八
〇
・

一
％
（
１２５
人
）
で
、
そ
の
う

ち
の
九
六
・
八
％

（
１２１
人
）

は
、
自
分
な
り
の
改
善
目
標

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

答
え
て
い
ま
し
た
。

個

人

の

記

録

票

か

ら

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果

の
他

に
、
基
本
健
康
診
査
結
果
説
明
会

に
来
た
全
地
区
５３８
人
の
個
人
記
録

票
か
ら
、
改
善
目
標
決
定
状
況
を

み
る
と
、
決
定

で
き

た
人
は
四

五
・
五
％
（

２４５
人
）
で
、
内
容
は

図
３
の
と
お
り
で
す
。

病
気
の
発
生
に
は
、
長
年
の
日

常
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
与
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
病
気
を

防
ぐ
に
は
病
気
の
発
症
と
関
係
が

深

い
危
険
因
子
を
日
常
生
活
習
慣

の
中
か
ら
発
見
し
、
予
防
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら

ず
」
。
健
康
も
や
は
り
同
じ
で
す
。

図１ 事後指導が必要な理由（複数回答）

図２ 改善できた内容（複数回答）図３ 改善目標の内容（複数回答）



１９９６

１月村民カレンダー

・くわしいお問い合わせは役場の各担当課等にお願いします。

⑦…あすなろデイサービス（横に該当地区名が記載されています）

お 気 軽 にご 相 談く だ さ い 。

一 心 配 ご と 相 談 所 －

悩みや心配ごとをもつ人ならば誰でもどんな人でも相談に応じます。

例えば ●●●●●

『住宅改造』『家族』『財産』『音晴』『老人福祉』など
相談者の立場になって問題解決にご協力いたします。

☆相談は無料 り固人の秘密は絶対守ります。

『相談日』 毎週水曜日 午後１時より午後４時まで
『場 所』 佐井村高齢者生活福祉センター【あすなろ】



税務・国民年金

情報コーナー

・税金・年金のご相談は
役場の各窓口までどうぞ

農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付
申
請

の
受
付
に
つ
い
て

平
成
八
年
に
使
用
す
る
農
業

用
免
税
軽
油
の
申
請
を
次
の
日

程
に
よ
り
受
付
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
八
年
一
月
十
七
日

午
前
九
時
～午

後
四
時
ま
で

一

場
所

佐
井
村
役
場

財
政
課
税
務
係

■
持
参
す
る
も
の

①
今
回
新
し
く
申
請
す
る
人

印
鑑
、
耕
作
反
別
証
明
書
、

申
請
機
械

子

ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

の
譲
渡
証
明
書

②
継
続
し
て
申
請
す
る
人

印
鑑
、
耕
作
反
別
証
明
書
、

免
税
軽
油
使
用
者
証
、
（
械
機

を
買
い
替
え
な
ど
で
変
更
ま
た

は
追
加
す
る
人
は
そ
の
譲
渡
証

明
書
）

③
青
森
県
収
入
証
紙
四

〇
〇

円
、
①
の
人
、
②
の
人
で
免
税

軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限
が

平
成
八
年
十
二
月
三
十
日
以
前

の
人
、
機
械
に
変
更
が
あ
る
人
。

①
返
信
用
郵
便
切
手
四
三
〇
円

簡
易
書
留
で
郵
送
に
よ
り
免

税
証
等
を
交
付
す
る
た
め
申
請

者
全
員
。

申
請
は
、
指
定
し
た
日
に
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
農
業
用
免
税
軽
油
の

申
請
が
で
き
る
人
は
、
農
業
を

営
む
人
で
、
軽
油
を
燃
料
と
す

る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
う
ん
機
な

ど
を
使
用
し
て
農
作
業
を
行
う

人
で
す
。

不
明

な
点

が
あ
り
ま
し
た

ら
、
む
つ
県
税
事
務
所
ま
で
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

？

匸
－

八
五
八
一

記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を

商

売
な
ど
を
し
て

い
る
方

が
、
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計

算
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取

引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、
保
存

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
経
営
内
容
も
正

確
に
把
握
で
き
、
事
業
の
発
展

に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。筒

易
帳
簿
な
ど
一
定
水
準
以

上
の
記
帳
を
し
、
そ
の
記
帳
に

基
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す
る

場
合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
「
青

色
事
業
専
従
者
給
与
」
な
ど
の

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る

青
色
申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
商
売
な
ど
を
し

て
申
告
し
て
い
る
多
く
の
方
が

青
色
申
告
を
し
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
で
記
帳
に
基
づ
く

正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
皆
さ
ん
も
二
十
に
な
つ
た
ら
国
民
年
金

平
成
三
年
四
月
か
ら
、
二
十

歳
以
上
の
学
生
の
方
々
も
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
住
民

票
の
あ
る
市
町
村
役
場
で
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

親
な
ど
が
代
理
で
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

払
い
込
め
る
「
口
座
振
替
」
や
、

割
引
の
あ
る
「
前
納
」
制
度
を

利
用
す
る
と
便
利
で
、
納
め
忘

れ
も
な
く
安
心
で
す
。

し
か
し
、
一
般
的
に
学
生
に

は
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生

本
人
や
親
元
の
世
帯
で
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
申
請
を
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。た

だ
し
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
も
ら
う
と
き
、
保
険
料
の

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
の
額
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、
十
年

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
追
納
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
後
で
経

済
的
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

将
来
の
年
金
を
豊
か
な
も
の
に

し
ま
し
ょ
う
。

源

泉
徴

収
票

が
交
付

さ
れ
ま

す

老
齢
年
金
は
、
税
法
の
上
で

は
雑
所
得
と
さ
れ
所
得
税
の
対

象
と
さ
れ
ま
す
。

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に

社
会
保
健
庁
か
ら
、
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
確
定
申
告
な
ど
の
と
き
に

添
付
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
犬
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。



平
成
七
年
度
「
納
税
作
品
」

入
賞
者
発
表

毎
年
、
青
森
県
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
主
催
で
、
児
童
、
生

徒
に
「
税
」
を
正
し
く
理
解
し

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
作
文
・
習
字
な
ど
の
作

品
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

県
内

の
小
・
中

学
生

の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
今
年
も
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
村
内

か
ら
は
各
小
中
学
校
よ
り
二
十

五
点
（
長
後
小
中
学
校
十
六
点
、

磯
谷
小
中
学
校
四
点
、
牛
滝
小

中
学
枚
五
点
）
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
か
り
て
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
村
内
の
各
学
校

の
児
童
・
生
徒
、
先
生
の
皆
様

に
心
よ
り
厚
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。な

お
、
入
賞
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。

法
定
調
書
の
提
出
は

一
月
三
十
一
日
ま
で

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使

用
料
な
ど
の
支
払
者
は
、
そ
の

支
払
先
ご
と
に
支
払
金
額
や
源

泉
徴
収
税
額
な
ど
を
記
載
し
た

書
類
（
法
定
調
書
）
を
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
法
定
調
書
は
、
一
年

間
の
支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て

平
成
八
年
一
月
三
十
一
日
（
水
）

ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

提
出
さ
れ
た
法
定
調
書
は
、

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
の
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

あ なたの声を県政い

一県政モニター募集－
県では、県政 につい て「こうしたらどうか！」「こういうことをやって欲しい に というご 意見・

ご 提言を寄せてくださる県政モニ ターを募集してい ますＯ
県政に関心のある方、県政に協力する熱意のある方の応募をお待ちしています。

○応募資格 県内に居住している満２０歳以上の方であ れば、どなたで も可。
た だし、議員 ・公務員 ・行 政相談委員、国やその他の公共団体のモニターになっ

ている方や今後 なさる予定 の方、平 成３年度以降に県政モニターを経験した方 は除

きます。
Ｏ 募集人員 ３２名

Ｏ 委嘱期間 平成 ８年 ５月１ 日からお よそ２年間

○仕 事 ① アンケート に対する 回答 （年 ４回）

② 県政 に対する意 見や提言 の提出 （随時）

③ 県政モニ ター会議へ の出 席（年１ 回）

Ｏ 謝 扎 １年ご とに記念 品を差し上げ ます。

○応募方法 官 製はがきに、必要事項を記入して、平成８年２月１６日（金）までにお送りくだ

さい。

○結果通知 応募者の中から地域・職業などの割合を考慮して決定し、 ３月末に応募者に対し

結果 を通知 しますＯ

問い合わせ先‘
青森県 広報広聴課 広聴班 県政モニター係

〒０３０－７０ 青森市長島１丁目１－１

００１７７－２２－１１１１ 内線 ２２０８

〔オモ テ 〕

〔ウ ラ〕



こ
ん
に
ち
は
／
・

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
一
号
）

皆

さ

ん

ご
存

知

で
す

か
？

佐
井
村
で
は
こ
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

病
気
、
老
衰
な
ど
で
独
力
で
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
の
困
難
な
老

人
の
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事
・

介
護
及
び
相
談
助
言
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
老
人
が
健
全
で
安
ら
か
な
在
宅

生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る

と
と
も
に
、
家
族
の
介
護
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
等
の
給
付
・
貸
与

寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
ら
し

老
人
等
に
対
し
、
左
記
の
日
常
生

活
用
具
を
給
付
・
貸
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
常
生
活
の
便
宜
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
種
目
）

・
特
殊
寝
台
・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

・
車
い
す
・
医
療
用
ム
ー
ト
ン

・
杖

※
あ
す
な
ろ
内
に
お
い
て
介
護
用

品
の
展
示
及
び
相
談
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

○
訪
問
入
浴

在
宅
で
寝
た
き
り
状
態
の
方

や
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
に
、

在
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
場
合

な
ど
に
移
動
入
浴
車
に
よ
り
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
冬
期
間
１２
月
か
ら
３
月

末
ま
で
入
浴
は
休
み
で
す
。

※
事
前
に
医
師
の
意
見
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
在
宅
入
浴

在
宅
で
一
人
又
は
介
護
者
に

よ
る
入
浴
が
困
難
な
場
合
な
ど

に
、
入
浴
介
助
、
指
導
を
行
い

ま
す
。

布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

主
に
冬
期
間
、
寝
た
き
り
老
人

の
属
す
る
世
帯
、
一
人
暮
ら
し
老

人
、
老
人
夫
婦
世
帯
、
障
害
者
等

に
対
し
て
、
布
団
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
等
給
食
サ
ー
ビ
ス

一
人
暮
ら
し
老
人
、
老
人
夫
婦

世
帯
、
障
害
者
に
対
し
て
、
自
分

の
家
で
健
康
的
、
自
立
的
な
生
活

を

維

持

で

き

る

よ
う

週

２
回

（
月
・
木
曜
日
）
夕
食
を
配
達
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
方
で

身
体
が
虚
弱
等
の
た
め
に
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る

方
及
び
そ
の
介
護
者
に
入
浴
、

給
食
、
生
活
指
導
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

・
居
住
棟

村
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人

及
び
夫
婦
の
み
等
で
匸

咼
齢
の

た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と

に
不
安
の
あ
る
方
（
一
定
期
回
）

に
居
室
を
提
供
し
ま
す
。

※
利
用
料
（
収
入
に
応
じ
了

と
電
気
料
は
自
己
負
担
で
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

「
福
祉
安
心
電
話
」

一
人
暮
ら
し
老
人
等
に
対
す
る

緊
急
時
の
支
援
活
動
や
心
配
ご
と

の
相
談
を
緊
急
通
報
装
置
（
火
災

報
知
機
含
む
）
で
対
応
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
地
区
民
生
委
員
・

社
会
福
祉
協
議
会
又
は
住
民
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会会

長

福

田

梅

吉

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
十
二
月
一
日

付
で
全
国
一
斉
に
、
社
会
福
祉

活
動
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
佐
井
村
に
於
い
て

も
主
任
児
童
委
員
を
含
む
十
三

名
が
厚
生
大
臣
の
辞
令
を
受

け
、
更
に
青
森
県
知
事
よ
り
佐

井
村
担
当
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
急
速
に
進
ん
で
い

る
高
齢
化
社
会
に
加
え
、
少
子

化
・
障
害
者
等
の
福
祉
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
複
雑

で
多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。よ

っ
て
地
域
福
祉
に
お
け
る

二
し
ス
に
よ
り
多
く
お
答
え
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

何
分
に
も
浅
学
非
才
の
私
で

は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様

の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
八
年
一
月
一
日



お知らせ

コーナー

町
村
取
次
に
よ
る

認
定
日
決
ま
る

失
業
給
付
の
受
給
資
格
者
の

冬
期
間
に
お
け
る
失
業
認
定
日

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
む
つ
公
共
職
業
安
定

所
の
年
始
の
受
付
事
務
は
一
月

四
日
（
本
）
か
ら
で
す
が
、
窓

口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
一
月
五
日
以
降
来
所
く
だ

さ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

○
一
般
受
給
者
認
定
日

一
月
二
士

二
日

二
月

二
十
日

○
短
期
特
例
受
給
者
認
定
日

一
月

九
日

十
六
日

二
十
三
日

三
十
日

二
月

六
日

十
三
日

一
一
十
日

二
十
七
日

○
認
定
会
場

佐
井
村
役
場

第
一
会
議
室
（
和
室
）

○
認
定
時
間

午
前
九
時
か
ら

出

稼

ぎ

さ

れ

る

皆

さ

ん

へ

万
一
の
事
故
に
備
え
て

事
故
見
舞
金
給
付
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

○
加
入
で
き
る
人

一
ヶ
月
以
上
一
年
未
満
の
期

間
居
住
し
て
い
る
村
を
離
れ
て

就
労
（
雇
用
）
さ
れ
る
人
で
、

就
労
後
に
居
住
地
へ
帰

る
人

二

年
以
上
の
常
雇
者

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
）

○
加
入
申
し
込
み
及
び

掛
金村

の
窓
口
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
い
つ

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
掛
金
は
村
で

負
担
し
ま
す
。
（
本
人
の

ほ
か
、
家
族
等
の
代
理

で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
）

○
有
効
期
間

加

入

し

た

囗

か

ら

一
ヶ
年
で
す
。

（
例

四
月
五
日
加
入
…
…
…

翌
年
の
四
月
四
日
ま
で
）

※
見
舞
金
の
給
付
額
は
表
の
と

お
り
で
す
。

見舞金早見表

※詳しくは、市役所、町村役場にお問合せください。

１月１日から

戸籍謄・抄本などの

交付手数料が変わります

平成８年１月１日から、戸籍の謄・抄本なの

交付手数料の金額が、下記のように改定されま

した。

主な交付手数料の改定前 と改定後の金額

○戸籍の謄・抄本または記録事項証明書○

１通 ４００円から４５０円に

○除籍の謄・抄本または記録事項証明書Ｏ

１通 ７００円から７５０円に

○戸籍の記載事項証明○

証明事項１件 ３００円から３５０円に

○除籍の記載事項証明○

証明事項１件 ４００円から４５０円に

詳しくは、最寄りの市区町村の戸籍の窓口、

または法務局・地方法務局の戸籍課にお尋ねく

ださいＯ

ご

来

場

を

お

待

ち

し

て

ま

す

‐

水
産
振
興
基
調
講
演
会
－

「
津
軽
海
峡
・
南
極
の
海
」

佐
井
村
漁
業
振

興
懇
話
会

（
舘
脇
哲
夫
会
長
）
で
は
標
記

の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

講
師
の
星
合
氏
は
、
六
年
余

に
わ
た
り
南
極
観
測
に
た
ず
さ

わ
り
、
隊
長
も
つ
と
め
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
国
立
極
地
研
究

所
名
誉
教
授
の
要
職
に
あ
り
、

興
味
深
い
お
話
し
が
聞
け
る
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時

平
成
八
年

一
月
十
九
日

釡

）

午
後
一
時

○
場
所

ア
ル
ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル



Ｄｒ．吉岡の

健康談話室（第フ回）

患
者
の
心
、
医
者
知
ら
ず

医
者
の
心
、
患
者
知
ら
す

世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
医
者
が

い
ま
す
。
怒
る
医
者
が
い
る
と
思

え
ば
、
い
つ
も
二
コ
ニ
コ
し
て
い

る
医
者
も
い
ま
す
。
怒
る
医
者
が

悪
い
医
者
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し

も
言
え
な
い
し
、
い
つ
も
二
コ
ニ

コ
し
て
い
る
医
者
が
名
医
と
も
言

え
な
い
。
ニ
セ
医
者
が
た
ま
に
捕

ま
っ
た
り
し
ま
す
が
、
か
え
っ
て

愛
想
が
良
く
て
患
者
さ
ん
か
ら
の

評
判
が
良
が
っ
た
り
、
逆
に
有
名

大
学
卒
の
医
学
博
士
が
、
犯
罪
を

起
こ
し
た
り
し
ま
す
。
（
有
名
大

学
卒
だ
か
ら
名
医
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が

…

。）

今
回
は
医
者
に
つ
い
て
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
同
時
に
上
手

に
医
者
に
か
か
る
方
法
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

○

怒

る

医

者

は

悪

い

か

？

医
者
の
中
に
は
怒
る
人
が
い
ま

す
。
概
し
て
、
大
病
院
に
そ
う
い

う
医
者
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
県
病
に
怒
る
医
者
が
い
た

と
こ
ろ
で
患
者
が
減
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
開
業
医
さ
ん
が
怒
っ

て
ば
か
り
い
れ
ば
患
者
さ
ん
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
犬
病
院
に

は
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
患
者
さ
ん

や
看
護
婦
さ
ん
に
当
た
り
散
ら
す

医
者
も
い
ま
す
が
・
・
・
。

医
者
と
し
て
怒
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
も
あ
る
の
で
す
が
、

基
本
的
に
患
者
さ
ん
に
ど
な
り
つ

け
る
の
は
良
く
な
い
。
親
が
子
供

に
愛
情
を
込
め
て
叱
る
よ
う
に
、

医
者
が
患
者
さ
ん
を
叱
る
の
は
い

い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
そ
こ

は
血
縁
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
患
者
さ
ん
か
ら

見
れ
ば
た
だ
の
怒
る
医
者
に
し
か

見
え
な
い
の
で
す
。

良
心
的
に
時
々
厳
し
い
こ
と
を

言
っ
て
く
れ
な
が
ら
も
、
患
者
さ

ん
側
の
意
見
も
よ
く
聞
い
て
く
れ

る
医
者
が
理
想
的
で
し
ょ
う
。

○
「
風
邪
を
引
い
た
・
・
・
・
・
・
」

診
察
室
に
入
っ
て
き
て
「
風
邪

を
引

い
た
」
と
座
る
な
り
言
う
人

が
い
ま
す
。医
者
に
よ
っ
て
は
「
風

邪
か
ど
う
か
は
医
者
の
決
め
る
こ

と
だ
」
と
怒
る
人
も
い
ま
す
。
確

か
に
、
診
断
す
る
の
は
医
者
で
す

か
ら
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
医
者
に

と
っ
て
は
「
勝
手

に
診
断

す
る

な
！
」
と
ご
立
腹
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
「
自
分
で
は
風

邪
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
」

と
前
置
き
し
な
が
ら
、
自
宅
で
の

熱
が
ど
の
く
ら
い
か
、
咳
を
し
て

い
る
か
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な

症
状
が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
、
お

腹
の
症
状
が
な
い
か
、
な
ど
を

言
っ
て
見
て
下
さ
い
。
納
得
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
（
特
に
熱

を
測
る
こ
と
は
家
庭
で
で
き
る
唯

一
の
こ
と
と
言
っ
て
い
い
で
す
か

ら
、
朝
・
唇
丁

晩
の
熱
を
測
っ
て

メ
モ
し
て
い
く
と
喜
ば
れ
る
で

し
ょ
う
。）

私
自
身
、
「
風
邪
を
引
い
た
」

と
外
来
に
来
た
患
者
さ
ん
で
、
検

査
し
て
み
る
と
実
は
癌
の
来
期
状

態
だ
っ
た
と
い
う
人
を
こ
の
二
年

間
で
三
人
見
て
い
ま
す
の
で
、
患

者
さ
ん
の

診
断
｝
を
あ
ま
り
先

入
観
を
も
っ
て
聞
か
な
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

○
医
者
へ
の
付
け
届
け
は
・
・
・
・
・

退
院
す
る
と
き
の
お
礼
、
お
歳

暮
、
お
中
元
な
ど
医
者
へ
の
付
け

届
け
は
よ
く
経
験
す
る
こ
と
で

す
。
悲
し
い
か
な
、
そ
れ
ら
を
要

求
す
る
医
者
も
い
る
よ
う
で
す
。

も
し
、
贈
り
物
に
よ
っ
て
医
者

に
特
別
よ
く
診
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
無

駄
な
こ
と
。
医
者
は
そ
れ
ほ
ど
バ

カ
じ
ゃ
な
い
。
む
し
ろ
、
高
価
な

贈
り
物
を
貰
っ
て
し
ま
っ
て
恐
縮

し
て
検
査
を
薦
め
る
こ
と
を
た
め

ら
い
、
診
断
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、
贈
り
物
に
よ
っ
て
態
度

が
変
わ
る
医
者
が
い
た
ら
、
い
く

ら
大
学
教
授
と
か
部
長
と
か
の
肩

書
き
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
良
い
医

者
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

人
を
主
治
医
に
持
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
医
者
は
あ
な

た
の
身
体
よ
り
も
懐
を
み
て
い
ま

す
。で

す
か
ら
、
付
け
届
け
は
医
者

の
良
心
を
測
る
の
に
は
効
果
的
で

し
ょ
う
が
、
医
者
か
ら
の
治
療
効

今月の 休診日

９日 第２火曜日

２３日 第４火曜日

＝佐井診療所＝



果
の
変
化
を
求
め
る
に
は
残
念
な

が
ら
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
い

ぜ
い
お
礼
程
度
に
と
ど
め
る
か
、

付
け
届
け
し
な
い
で
お
金
を
た
め

て
治
療
代
に
回
し
か
方
が
い
い
で

し
ょ
つヽ
。

○
総
合
医
と
専
門
医
と
は
？

私
た
ち
医
者
は
全
て
の
科
を
大

学
で
勉
強
し
て
き
ま
す
。
国
家
試

験
も
全
て
の
科
か
ら
出
題
さ
れ
ま

す
。
（
よ
く
外
科
と
か
内
科
と
か

別
々
に
国
家
試
験
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ま
す
が
違
う
の
で

す
。）
無
事
国
家
試
験
を
ク
リ
ア

し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
教
科
書

の
上
で
の
知
識
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
も
で
き
ま

せ
ん
。
薬
の
名
前
も
知
ら
な
い
し
、

検
査
や
手
術
だ
っ
て
で
き
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
。
い
く
ら
学
生
時
代
優

秀
な
成
績
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
お
な

じ
で
す
。

そ
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
み

た
い
な
医
者
を
教
育
す
る
の
が
二

年
間
の
研
修
期
間
で
す
。
こ
の
研

修
期
間
が
曲
者
で
、
「
自
分
は
循

環
器
内
科
に
興
味
が
あ
る
」
と
言

う
人
は
循
環
器
内
科
で
し
か
研
修

し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
二
年
後
に
は
、

循
環
器
内
科
に
つ
い
て
は
専
門
家

に
な
り
ま
す
が
、
他
の
科
に
つ
い

て
は
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
み
た

い
な
も
の
な
の
で
す
。

し
か
し
、
患
者
側
か
ら
見
れ
ば

同
じ
医
者
で
あ
り
、
か
か
り
つ
け

の
医
者
と
い
う
も
の
は
、
何
で
も

診
て
く
れ
て
、
難
し
い
病
気
は
専

門
の
医
者
に
紹
介
し
て
く
れ
る
医

者
が
理
想
的
で
す
。
現
実
に
は
一

つ
の
科
だ
け
研
修
し
て
き
て
開
業

し
て
し
ま
う
医
者
も
い
て
、
専
門

外
の
疾
患
を
見
逃
し
た
り
、
手
遅

れ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。

手
前
み
そ
で
す
が
、
私
た
ち
自

治
医
科
大
学
卒
業
者
は
主
要
な
複

数
の
科
を
研
修
し
ま
す
か
ら

百

合
医
一

と
言
っ
て
良
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
私
た
ち
に

は
専
門
的
な
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。患

者
さ
ん
た
ち
も
、
病
院
の
看

板
だ
け
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
医
者

を
選
ぶ
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

○
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と

・
・
・
問
診
に
つ
い
て

患
者
さ
ん
と
は
実
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。
家
族
の

こ
と
、
仕
事
の
状
況
、
痛
い
と
こ

ろ
、
最
近
の
話
題
、
普
段
の
生
活
、

そ
し
て
た
ま
に
は
エ
ッ
チ
な
話
し

も
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
診
察
と

は
全
然
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
大

も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
雑
談
の
中
か
ら
治
療
に

関
わ
る
重
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
の
で
す
。
症
状
だ
け

聞
い
て
薬
を
出
す
だ
け
な
ら
医
者

じ
ゃ
な
く
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

だ
っ
て
で
き
る
。

よ
く
話
し
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
人
の
ど
の
部
分
を
重
点
的

に
診
察
を
す
れ
ば
い
い
か
、
ど
う

な
検
査
を
立
て
れ
ば
い
い
か
が
分

か
っ
て
無
意
味
な
苦
痛
を
与
え
な

く
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

優
秀
な
医
者
は
問
診
だ
け
で
八

〇
％
診
断
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

旧
家
に
住
ん
で
い
る
大
に
多
い

肺
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト

か
ら
う
つ
る
病
気
や
、
ペ
ッ
ト
の

毛
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
職
業
病
と
言
わ
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
事
情

に
よ
っ
て
出
す
薬
が
違
う
こ
と

だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
過
去
に
患
っ

た
病
気
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
で
は
運
転

し
て
い
た
か
、
助
手
席
に
い
た
か
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
た
か
、

事
故
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
に

よ
っ
て
疑
う
部
分
が
違
っ
て
き
ま

す
。
（
よ
く
、
運
転
し
て
い
た
彼

女
を
か
ば
っ
て
、
自
分
が
運
転
し

た
と
言
い
張

る
人

が
い
ま
す
。）

朝
晩
の
熱
を
測
っ
て
教
え
て
く
れ

る
だ
け
で
診
断
の
つ
く
病
気
も
あ

り
ま
す
。
全
然
関
係
な
い
よ
う
で

も
、
性
生
活
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
診
断

の
つ
く
疾
患
も
あ
り
ま

す
。私

は
、
も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ん

の
お
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
時
間
が
な

く
て
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
患
者
さ
ん
が
少

な
く
な
る
か
、
ス
タ
ッ
フ
が
増
え

る
か
し
な
い
と
い
ま
の
状
況
は
変

え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
診
察
室
で
の
話
し
が
外

の
人
た
ち
に
聞
こ
え
る
の
で
は
、

言
い
た
い
こ
と
も
言
え

な
い
で

し
ょ
う
。

家
庭
内
の
事
情
、
性
の
こ
と
は
大

切
な
情
報
な
の
で
す
が
、
あ
れ
で

は
言
え
ま
せ
ん
よ
ね
。

佐
井
診
療
所
は
、
ま
だ
ま
だ
解

決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。



村 の 動 き インつオメーシヨンＡＡ往

満一鑞おめでとう

け
ん
た
ろ
う

レ

坂

本

健

太

郎

ち

ゃ
ん

（
芳

博

・
睦

子

）

中

道

牛

滝

（
智
明
・
公
子
）

司
坂

井

満

ち
ゃ
ん

戸籍の窓口
１２月１０囗現在

○ご結婚おめでとう ‾

（ 工藤 敏幸 古佐井

鳴海 久美子 川内町

（棟方 洋一 弘前市

草刈 まち子 牛 滝

（古川 一光 大間町

寺嶋 良子 古佐井

（ 樋口 武 大佐井

椎名 和代 千葉県

（ 峠田 秀人 東京都

大畑 咲子 古佐井

（ 田中 忠敏 磯 谷

松本 咲子 東京都

○おくやみ申し上げます

若山 スエ（樋口潔）古佐井

福田 みき（累志）矢越

辻 やゑ（専一）大佐井
川岸 與吉（ 広 ）古佐井

奥本八千代（直文）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味で
掲載してほしくない方は、届出の際、
係に申し出てください。

こ の 日

何 の 日

気になる日

一

月

一

〇

日

は

一

一

〇

番

の

日

一
一
〇
番
制
度
は
昭
和
二

二
年

に
一
一
〇
番
が
警
察
通
報
用
電
話

と
し
て
定
め
ら
れ
て
以
来
、
住
民

と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
各
種
事
件
、

事
故
の
早
期
解
決
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

一
一
〇
番
す
る
と
き
は
、
ま
ず

何
か
あ
っ
た
の
か
を
告
げ
、
あ
と

は
一
一
〇
番
を
受
け
る
係
員
が
聞

く
こ
と
に
、
あ
わ
て
ず
落
ち
つ
い

て
正
確
に
お
答
え
下
さ
い
。
い
た

ず
ら
電
話
は
緊
急
電
話
に
支
障
を

生
じ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
警
察
へ
の
相
談
や
照
会

は
一
一
〇
番
で
は
な
く
、
県
警
察

本
部
の
総
合
相
談
室
や
最
寄
り
の

警
察
署
、
駐
在
所
等
を
ご
利
用
下

さ
い
。

県
警
察
本
部
の
総
合
相
談
室
の

電
話
番
号
は
、

○
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
式

井
九
一
一
〇

〇
ダ
イ
ヤ
ル
式

○
一
七
七
－

三
五

―
九
一
一
〇

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
一
〇
番
の
た
め
の

六
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
い
つ
（
時
間
）

・
ど
こ
で
（
場
所
）

・
何
か
あ
っ
た
の
か

・
犯
人
は
（
関
係
者
）

・
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
あ
な
た
の
出
折
・
名
前
・
黽
活

番
号佐井 村の人口 １２月１日現在

（前月比）

男 １，７１５（△ ４）

女 １，７４４（△ ２）

計 ３，４５９（△ ６）

世帯数 １，１ｉｏ［△ ］．）



お 詫 び

広報さい１２月号の表紙の「保健文化賞」の文字が「保健

分化賞」と間違って掲載されました。訂正七てお詫び申し上－

げます。

平成８年１月１日

佐 井 村 役場 企画 調 整 課
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